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支出
6508億

7081万円
消費的
経費

その他
経費

投資的
経費

市民1人当たりにすると年間約54万4967円支出

　収入から支出を差し引いた金額
は黒字となっています。

　一般会計の決算額を、市の人口119万4330人（令和2年3月末）で割って計算しました。
1円未満は端数処理をしています。

広島市のバランスシート（連結※）
　バランスシート（貸借対照表）は、これまでつくってきた道路や建物などの財産（資産）と、そ
の財源（負債な　

　ど）の状況を示すものです。資産から負債の合計を差し引いたものが純資産です。
　元年度末では、市民1人当たりにすると資産約264万円、負債約191万円、純資産約73万円で
す。（連結※ 一般会計・特別会計・企業会計のほか、市が出資している第三セクターなどを加えたもの
です）

固定負債
2兆188億円
返済期間1年超
の市債など

純資産8737億円
国・県、過去・現世
代がすでに負担し
た将来返済不要な
財産

1028億円
現金預金、短期貸付金、
財政調整基金な

　ど

1276億円
長期貸付金、減債基金な

　ど

無形固定資産
574億円
ソフトウェア、ダム使用権な　

　ど

その他　2億円
繰延資産

有形固定資産
2兆8672億円
道路、公園、上下
水道などのイン
フラ資産、学校、
清掃施設などの
事業用資産な　

　ど

流動資産

流動負債

性質別に見た広島市の支出

人件費 20.7%
職員の給与な    

　ど

1348億3089万円
（同1.1%減）

投資的経費 12.1％
道路や学校建設な

ど

785億5906万円
（同6.0％増）

公債費 12.5%
市債の返済な

ど

814億7942万円
（同2.3％減）

物件費 10.2%
施設の運営や業務委託費な

ど

665億4659万円
（同3.6％増）

その他 11.9%
中小企業向け貸付金な

ど

774億2184万円
（同5.4%増）

　市の支出で最も多いのは、各種手当などの「扶助費」です。道路や学校建設な
ど、将来に残る社会資本の整備に使われる「投資的経費」は、12.1％です。

補助費など   9.5%
各種団体への補助金な

ど

619億2628万円（同0.9％減）

維持補修費 1.3％
施設の維持補修な

ど

82億1702万円（同5.9％減）

扶助費 21.8%　
生活保護費ほか各種手当など

1418億8971万円
（対前年度1.7%増）

投資な
　ど

2627億円
返済期間1年以内の
市債な

ど

公共施設(ハコモノ資産)の収支状況と税負担
　文化・スポーツ・福祉などのサービスを提供する施設（ハコモノ資産）の管理運営費
の多くは市税でまかなわれています。今回は中央公園内の主な施設の収支状況を紹
介します。

項　目
A B C(A － B) D

支出
（管理運営費）

収入
（使用料な　

　ど） 税負担額 利用者1人当た
りの税負担額

映像文化ライブラリー 1億  24万円 564万円 9460万円 2543円
中央公園（ファミリープールを含む） 2億1189万円 4238万円 1億6951万円 1802円
5-Days こども文化科学館 1億9952万円 1211万円 1億8741万円 527円
市立図書館※ 12億2458万円 174万円 12億2284万円 356円
青少年センター 8923万円 505万円 8417万円 318円
広島翔洋テニスコート・中央バレーボール場 3415万円 1510万円 1905万円 232円
広島城 1億2596万円 9358万円 3238万円 98円
　管理運営費(A)には、建物の新築費用や大規模改修の費用とそれらに伴う市債の償還費用
は含まれていません。利用者1人当たりの税負担額(D)は、税負担額(C)を延べ利用者数で
割って計算しました。1円未満は端数処理をしています。　※市内13施設の合計（中央図書館、
5-Daysこども図書館の利用者は全体の19.4％）

問行政経営課（T504-2346、F504-2372）

　16億4205万円の利益がありました。
　維持管理費の増などにより支出
が増加したことなどから、前年度に
比べて利益が2億4980万円減少しま
した。

　13億7393万円の利益がありました。
　下水道使用料や一般会計負担金
の減などにより収入が減少したこ
となどから、前年度に比べて利益が
496万円減少しました。

　237万円の損失がありました。
　入院収益などは増加しました
が、指定管理者への診療報酬交付
金の増などにより支出も増加し
たことなどから、前年度に比べて
損失が36万円増加しました。

　令和元年度の決算が10月の議会で認められました。皆さんの生活に関わりの深い
事業を行う一般会計を中心に、主な取り組みなどを紹介します。
問財政課（T504-2075、F504-2099）

市たばこ税
73億9893万円
3.1％（同0.7％増）

都市計画税
168億6675万円
7.0％

（同2.2％増）

法人市民税
229億3441万円
9.6％（同4.2％減）

固定資産税
826億40万円
34.4％（同2.2％増）

個人市民税
1009億1854万円
42.1％

（対前年度4.3％増）

事業所税その他 90億5305万円
3.8％（同3.1％増）

　市債の残高は、臨時財政対策債（国が地方交付税の不足
を補うため市に発行させる市債）の発行などにより、約1兆
1008億円となったものの、臨時財政対策債などを除く実
質的な残高は、約6527億円で対前年度約5億円減となり、
着実に減少しています。

市
税
の
内
訳

借
入
金（
市
債
）の
現
在
高

コミュニティ・スポーツ・文
化などの振興、世界平和の
推進

特別会計 収入 支出
住宅資金貸付 301万円 287万円
母子父子寡婦福祉資金貸付 8億5218万円 3億7476万円
物品調達 4817万円 4008万円
公債管理 1635億8463万円 1635億8463万円
広島市民球場 10億1758万円 10億1758万円
用地先行取得 8億5590万円 8億5590万円
西風新都 8億8320万円 8億8320万円
後期高齢者医療事業 147億8087万円 146億9007万円
介護保険事業 965億2804万円 949億1043万円
国民健康保険事業 1128億4187万円 1128億4187万円
競輪事業 160億5579万円 151億7488万円
中央卸売市場事業 28億6023万円 28億3135万円

特別会計 収入 支出
国民宿舎湯来ロッジな　

　ど 6694万円 6688万円
駐車場事業 6億7274万円 6億7274万円
開発事業 9億3162万円 9億3162万円
市立病院機構資金貸付 75億1670万円 75億1670万円
元宇品町財産区 2502万円 101万円
三入財産区 682万円 31万円
砂谷財産区 1141万円 21万円

高齢者・障害者(児)・児童・
ひとり親家庭・低所得者な
どの福祉、地域福祉の推進

学校施設などの整備、学校
教育などの振興、青少年の
育成・成長支援

農林水産業・商業・観光など
の振興、雇用の推進

令和元年度の収入－支出
　 38億9416万円

　収入から支出を差し引いた38億9416万円から、令和2年度に繰り
越して行う事業に充てる20億5950万円を差し引いた18億3466万円
が、実質的な黒字となりました。

保険料など特定の収入を財源に特定の事業を行い、
一般会計とは別に経理する会計です。市には国民健
康保険や介護保険など19の特別会計があります。

2397億
7208万円

（同2.4％増）

原爆被爆者対策、健康管
理、環境保全対策、ごみ
処理

213億3151万円（同5.5％減）
消防活動な     

　ど 2.6％  169億4306万円（同27.9％増）

議会の運営0.2％ 15億8828万円（同2.4％増）

  収入　6547億6497万円（対前年度1.4％増）

支出　6508億7081万円（対前年度1.3％増）

平成30年度末 令和元年度末

1兆1008億
5031万円

1兆958億
960万円

市税
36.6％
2397億7208万円

（対前年度2.4％増）

国庫支出金
20.3％
1328億7149万円

（同5.6％増）

借入金（市債）
12.1％
793億1195万円

（同3.3％増）

貸付金の
元利収入な  

　ど

5.7％
371億5658万円

（同3.3％減）

地方交付税
7.1％
461億5585万円

（同3.5％増）

その他
18.2％
1194億9702万円

（同5.1％減）

福祉サービスの提供な　
　ど

31.5％
2048億1725万円

（対前年度3.1％増）

借入金(市債)
の返済な　

　ど

12.6％
817億212万円

（同2.3％減）

保健・医療や
環境対策な　

　ど

10.0％
653億7534万円

（同0.3%減）

市民参加や
平和の推進な　

　ど

6.8％
445億2812万円

（同10.1％減）

教育の充実
14.3％
931億4812万円

（同0.5％増）

地域経
済の振
興、観
光な　

　ど

3.3%

そ
の
他

3.0％

収入　4195億4272万円
（対前年度0.4％増）

支出　4163億9709万円
（同0.5％増）

支出　226億7784万円
（同3.1％増）

収入　243億1989万円
（対前年度1.8％増）

収入　439億8657万円
（対前年度1.5％減)

支出　426億1264万円
（同1.6％減）

収入　21億1443万円
（対前年度2.5％増）

支出　21億1680万円
（同2.5％増）

6531億
5488万円

6527億
288万円

臨時財政対策債
等控除後残高

元気じゃけんひろしま21推進事業

特別会計令和元年度

決 算報告

196億4790万円（同10.4％増）

災害復旧1.2％  75億9807万円（同13.0％減）

特集

サービスの提供に対して皆さんが支払う料金など
を収入として事業を行う会計です。水道・下水道・安
芸市民病院の3つの企業会計があります。

企業会計

福祉や教育、消防など市が行う行政運営の基本的な
経費を経理する会計です。（特別会計・企業会計を除
く全ての歳入・歳出です）

一般会計

安芸市民病院事業会計下水道事業会計水道事業会計

収　入 支　出

項　目 決算額
福祉サービスの提供など 17万1491円
道路・市街地の整備、交通など 7万8865円
教育の充実 7万7992円
借入金 （市債）の返済など 6万8408円
保健・医療や環境対策など 5万4738円
市民参加や平和の推進など 3万7283円
地域経済の振興、観光など 1万7861円
消防活動など 1万4186円
災害復旧 6,362円
議会の運営 1,330円
その他 1万6451円

合　計 54万4967円

項　目 決算額
市税 20万  759円
国庫支出金 11万1252円
借入金（市債） 6万6407円
地方交付税 3万8646円
貸付金の元利収入な　

　ど 3万1111円
その他 10万   53円

合　計 54万8228円

※これまでの税率の引き上げに伴う地方消費税交付金の増収分（88億6638万
円）は、生活保護費などの扶助費に介護保険事業などの特別会計への繰出金
などを加えた社会保障費（一般財源772億5914万円）へ充当しています

■ページ番号でさがす
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主な取り組み

民間保育園などの整備補助 中学校部活動指導員の配置 浅野氏広島城入城400年記念事業 平和記念資料館本館の再整備 「ザ・広島ブランド」認定式

資産
3兆1552億円

負債
2兆2815億円

純資産
8737億円

道路・橋りょう・河川・港湾・
公園・緑地などの整備、住宅
対策、都市計画

道路・市街地の
整備、交通な　

　ど

14.5％
941億9104万円

（同6.8％増）

広島駅南口広場の再整備


